
「地域の子育て支援に対する事業者としての役割」−幼稚園− 

                 やはた幼稚園園長 関 政子 
 幼稚園教育要領に前回 20 年施行から本年 30 年に改訂施行された要領にも、

子育て支援を行うことが園の役割と明記されており、「地域のセンター的役割」

という文言でも表されています。 
 幼稚園は子どもが通う初めての学校（学校教育法第１条第１項）として、も

とより園と家庭との協力無くして幼児教育は成り立ちません。集団の中で、幼

児の発達の筋道や子ども一人ひとりの特性を理解し保護者に伝え、園と共有す

ることにより保護者支援ができます。これにより保護者の安定が図られあるい

は増して、子どもが安心のうちに園での遊びや活動に没頭することができ、幼

児と幼児たち、個と集団の発達・成長を促すことができるわけですから保護者

支援は子どもの最善の利益を考える上で不可欠と言えます。 

 幼稚園の教育時間は４時間程度と規定され家庭を離れた学校生活と同時に社

会生活という意味もあり、主体性、自主性とともに仲間との協同性の育成を目

指すにふさわしい時間として４時間程度(４時間から５時間)が見直され、そして

定着し幼稚園教育の上で大事にされています。 

 遊びを中心とした環境を通して行う幼稚園の教育のアプローチがおぼろげに

も保護者に届き、園生活をとおした子どもの育ち、変容その子らしさなどを保

護者に伝え保護者と共有することが大きな子育て支援につながっていると考え

ます。またその力のを教師皆が持ち質を向上させることが重要と考えます。 
 合わせて、在園児の保護者に園を開くことも地域の子育て支援に大切である

と考えます。自園の在園児保護者との取り組みの中で子育て支援に役立ってい

ると感じている取り組みを挙げます。 

 
１、園内野菜畑の作業を保護者に委ねる。 

 『ガーデンママ』（自主的、自由参加） 
２、手づくりの物作りに来園(マザースルーム等)する。 

 『バザーママ』（自主的、自由参加） 
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→保護者同士の子育て談話、下に子どものいるママを誘う 

→自分の子ども以外の園児とかかわる。 
➡︎ 地域の子どもへの関心 

➡︎ 地域の子どもの応援団 

➡︎ 地域社会づくりの基に 
➡︎ 奉仕の心の育成・伝達 

 

 
 昨今の家庭事情の変容(核家族化、少子化、地域社会の崩壊或は弱小化)から、 

子育ての不安が増し、幼稚園入園前の、家庭で子育てする主に母親の育児不安

に対しアドバイスを行なったり、子どもの育ちの過程や子どもの行動や姿など

の 

意味を伝えたり、教師が母のモデルになったりして幼児教育保育の専門家とし

て役立つことがあると考えます。 

 
３、２歳児の子どもと保護者が定期的に園に通園する。 

『オレンジルーム』別紙 
４、地域教育事業―入園前の子供のいる家庭誰でもどうぞ。 

 『おひさまクラブ』別紙 

 
５、幼稚園時間後(前)の家庭支援 

『預かり保育について』 

区内私立幼稚園連合会加盟園、全園で行なっている、幼稚園時間終了後の 
預かり保育(一時預かり事業) 

４：３０、５：００、６：００まで等 

園の考えで終了時間は様々 
１、 両親が就労しているがその幼稚園の教育保育を受けたい家庭、両親に変

わって迎えに行く誰かがいる家庭。 

２、 フルタイムではないが、預かりの範囲内の仕事を持つ母。 
３、 母親の用を済ませる間の預かり。 

４、 園終了後、友達と遊びたいという子どもの希望に応じる。     
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子育て支援事業 
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実施する事業名  オレンジルーム（２歳児クラス） 

事 業 内 容  

２歳児を対象に、親子で登園し、幼稚園での室内遊び、外遊びに於ける集団遊

び、製作等を取り入れ同年齢の子どもたちと共にかかわり合う楽しさや喜びを

体験させて、集団生活の入り口とする。 

保護者は我が子と他児との関わりから、子どもの世界を知り子育ての楽しさを

感じ学ぶ場所とし、また子育てに関する保護者からの相談に応じ必要な助言を

行なう。 

実 施 日 及 び 時 間 
月曜日・火曜日・水曜日・木曜日・金曜日、週１回曜日ごと 

９時３０分～１１時３０分 

職 員 体 制  
２名～３名の専属教諭が対応する 

利 用 料 
登録料 10,000円・月額 6,000円（教育費・光熱費・おやつ代(親子)等含む） 

 

対象とする子どもの

年齢及び予定人数 

２歳児の子どもとその親 

各曜日１０組程度の親子 

実 施 場 所  オレンジルーム 

備 考 
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実施する事業名  おひさまクラブ 

事 業 内 容  

① 幼稚園入園前の乳幼児と保護者が集まり、幼稚園の施設や遊具を使って親

子で一に遊び相互の交流を行なう場所を提供し、保育者もこれにかかわる。 

② 保護者には子育て講話を行い、育児についての質問・相談に応える。 

③ 育児不安の解消や日頃の子育ての情報交換ができる場とする。 

実 施 日 及 び 時 間 毎月１回  13:30 ~ 14:30 

職 員 体 制  
園長・副園長・幼稚園職員が対応する 

利 用 料 無料 

対象とする子どもの

年齢及び予定人数 

① ０歳～２歳の子どもとその親 

② 就園前の希望する親子全員 

実 施 場 所 遊戯室・保育室 

備 考 
・HP・園毎月のお知らせ・園掲示板 に掲載 
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